
やったぞ！墳丘のはじっこをつかまえたぞ！

【連絡先】山梨県埋蔵文化財センター　資料普及課資料第２担当（森原・森屋）
〒400‐1508　山梨県東八代郡中道町下曽根923　電話055‐266‐3016　ﾌｧｯｸｽ055‐266‐3882
　 　e-mail    morihara-thb@pref.yamanashi.lg.jp

※この「ちょうしづか新聞」はフルカラーExcel版で作成しています。.ご希望の方はﾒｰﾙでご連絡ください。

ちょうしづか新聞　第１６号
‐国指定史跡銚子塚古墳附丸山塚古墳整備事業に伴う試掘調査速報‐

発行日：2004年10月14日（木曜日）　　　発行：山梨県埋蔵文化財センター資料普及課資料第２担当

　銚子塚古墳の後円部の試掘調査でようやく墳丘端部（墳丘のはじっこ）を確認しました！
やはり後円部の北西側は耕作等の影響で少し形が崩れてしまっていたようです。今回は確認された墳端のようすを
ご紹介しましょう！

№８トレンチを東側から見たところ（奥が後円部）

№８トレンチのようす（地形がガクンと落ち込んだ下に大きな石がいっぱい詰まっています！

やあ！僕、銚子くんだよ。

№８トレンチと呼んでいる試掘坑の一部で急激に地形が変
化するポイントを見つけたぞ！

おそらくここが墳端だと思うんだ。しかもその付近（周溝
側）には大きな30cm～50cm大の石がたくさん出てきている
んだ。

この石、もしかしたら墳丘のはじっこに並べて置かれてい
た「土留め石」かもしれないなあ。でも、もう少し調べな
いとわからないよ。葺石が崩れ落ちたものかも知れないか
らね。
でも、石が大きいんだよなあ。うーん。悩むなあ。

図や写真を収めたらもう少し掘り下げてみる予定だって、
担当の人が言ってたよ！

今回は「移植ごて」を持って
登場だね！銚子くん！

ここよ！ここ！
ここで地山（人が掘ったりしていない自然堆積の土）がが
くんて落ち込むのよ。もともとの墳端は現在の墳端より
やや北側だったらしいよ。

銚子くん！そこ崩しちょし！

ガクンと落ち込む！

水がわいて大変ですねえ。ご
苦労様です。

ここから出てくる石はすごく大き
いよ。
しかも、この石の上からはたくさ
ん埴輪の破片が出てきたんだけ
ど、なんかあんまり出てこないよ
うになった感じだなあ。




